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(57)【要約】
【課題】本発明は、圧力センサーによって圧力パラメー
タを採集し、コントローラーによって圧力パラメータと
所定の閾値との大小関係を検出し、その検出結果によっ
て電池を保護するコントロール指令を発することで、電
池が衝撃を受ける時、或いは押される時のセキュリティ
リスクという、関連技術で未解決の問題を解決し、電池
が衝撃を受ける時、或いは押される時のセキュリティリ
スクを排除する効果を達成し、より全面的に電池と電子
装置を保護することができた。
【解決手段】本発明は、電子装置分野に属す電子装置、
電池保護方法及び設備を開示した。前記電子装置は、電
池と、電池の表面に設置される少なくとも一つの、電池
表面の圧力パラメータを採集するための圧力センサーと
、電池表面の圧力パラメータを獲得し、圧力パラメータ
と所定の閾値との大小関係を検出し、検出結果に基づい
て電池を保護するコントロール指令を発するコントロー
ラーとを含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電池と、電池の表面に設置される少なくとも一つの圧力センサーと、該圧力センサーと
電気的に接続されているコントローラーとを含む電子装置であって、
　前記圧力センサーは、前記電池の表面の圧力パラメータを採集し、
　前記コントローラーは、前記電池の表面の圧力パラメータを獲得し、前記圧力パラメー
タと所定の閾値との大小関係を検出し、検出結果に基づいて電池を保護するためのコント
ロール指令を発することを特徴とする電子装置。
【請求項２】
　前記コントローラーは、所定時間おきに前記圧力パラメータと、順に増大の第一の閾値
、第二の閾値、及び第三の閾値との大小関係を検出し、
　前記コントローラーは、検出結果が前記第一の閾値より大きく且つ前記第二の閾値より
小さい場合に、前記電子装置がディスプレイ、スピーカー及び/または信号ライトを通し
て警報をすることを触発するための警報表示指令を発し、検出結果が前記第二の閾値より
大きく且つ前記第三の閾値より小さい場合に、前記電池の休眠状態を触発するための休眠
指令を発し、検出結果が前記第三の閾値より大きい場合に、前記電池の永久失効状態を触
発するための永久失効指令を発することを特徴とする、請求項１に記載の電子装置。
【請求項３】
　前記コントローラーは、前記電池が休眠状態に入った後に、前記圧力パラメータが前記
第二の閾値より小さい値に復帰したかを検出し、検出結果が前記第二の閾値より小さい場
合に、前記電池が前記休眠状態から正常稼動状態に戻ることを触発するための休眠復帰指
令を発することを特徴とする、請求項２に記載の電子装置。
【請求項４】
　前記少なくとも一つの圧力センサーは、前記電池の表面の異なる位置に均一に設置され
、
異なる位置に設置される前記圧力センサーの各圧力センサーに対応の所定の閾値は同じま
たは異なることを特徴とする、請求項１～３のいずれか１項に記載の電子装置。
【請求項５】
　コントローラーに用いられる電池保護方法であって、
前記電池の表面の圧力パラメータを得るステップと、
　前記圧力パラメータと所定の閾値との大小関係を検出するステップと、
　検出結果に基づいて前記電池を保護するためのコントロール指令を発するステップとを
含むことを特徴とする電池保護方法。
【請求項６】
　前記圧力パラメータと所定の閾値との大小関係を検出するステップと、検出結果に基づ
いて前記電池を保護するためのコントロール指令を発するステップは、
　所定時間おきに前記圧力パラメータと、順に増大の第一の閾値、第二の閾値、及び第三
の閾値との大小関係を検出し、
　検出結果が前記第一の閾値より大きく且つ前記第二の閾値より小さい場合に、前記電子
装置がディスプレイ、スピーカー及び/または信号ライトを通して警報をすることを触発
するための警報表示指令を発し、
　検出結果が前記第二の閾値より大きく且つ前記第三の閾値より小さい場合に、前記電池
の休眠状態を触発するための休眠指令を発し、
　検出結果が前記第三の閾値より大きい場合に、前記電池の永久失効状態を触発するため
の永久失効指令を発することを含むことを特徴とする請求項５に記載の電池保護方法。
【請求項７】
　前記電池が休眠状態に入った後、前記圧力パラメータが前記第二の閾値より小さい値に
復帰したかを検出し、
　検出結果が前記第二の閾値より小さい場合に、前記電池が前記休眠状態から正常稼動状
態に戻ることを触発するための休眠復帰指令を発することをさらに含むことを特徴とする
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請求項６に記載の電池保護方法。
【請求項８】
　コントローラーに用いられる電池保護設備であって、
　前記電池の表面の圧力パラメータを獲得するための圧力獲得モジュールと、
　前記圧力パラメータと所定の閾値との大小関係を検出するための圧力検出モジュールと
、
　検出結果に基づいて前記電池を保護するコントロール指令を発するための指令生成モジ
ュールとを含むことを特徴とする電池保護設備。
【請求項９】
　前記圧力検出モジュールは、所定時間おきに前記圧力パラメータと、順に増大の第一の
閾値、第二の閾値、及び第三の閾値との大小関係をさらに検出し、
　前記指令生成モジュールは、
　検出結果が前記第一の閾値より大きく且つ前記第二の閾値より小さい場合に、前記電子
装置がディスプレイ、スピーカー及び/または信号ライトを通して警報をすることを触発
するための警報表示指令を発する警報生成ユニットと、
　検出結果が前記第二の閾値より大きく且つ前記第三の閾値より小さい場合に、前記電池
の休眠状態を触発するための休眠指令を発する休眠生成ユニットと、
　検出結果が前記第三の閾値より大きい場合に、前記電池の永久失効状態を触発するため
の永久失効指令を発する失効生成ユニットとを含むことを特徴とする請求項８に記載の電
池保護設備。
【請求項１０】
　前記指令生成モジュールは、
　前記電池が休眠状態に入った後、前記圧力パラメータが前記第二の閾値より小さい値に
復帰したかを検出するための圧力検出ユニットと、
　検出結果が前記第二の閾値より小さい場合に、前記電池が前記休眠状態から正常稼動状
態に戻ることを触発するための休眠復帰指令を発する復帰生成ユニットとをさらに含むこ
とを特徴とする請求項９に記載の電池保護設備。
【請求項１１】
　一つまたは一つ以上のプロセッサと、
　メモリと、
　前記メモリに記憶され、且つ前記一つまたは一つ以上のプロセッサにより実行されるよ
うに配置される一つまたは一つ以上のモジュールとを含む電子装置であって、
　前記一つまたは一つ以上のモジュールは、
　前記電池の表面の圧力パラメータを獲得し、
　前記圧力パラメータと所定の閾値との大小関係を検出し、
　検出結果に基づいて前記電池を保護するコントロール指令を発する機能を有することを
特徴とする電子装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子装置分野に関し、特に電子装置、電池保護方法及び設備に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　モバイルターミナルの飛躍的な発展につれ、特に携帯電話やタブレットパソコンなどの
電子装置の爆発的な増長につれ、これらの電子装置が機能上でユーザーの需要を十分に満
足している状況下で、電子装置のセキュリティ問題もだんだん議題となってくる。例えば
、電池の保護問題はますます重要となっている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００３】
　従来は、電池保護につき、主に電池の内部に設置された検出回路により電池の入力また
は出力の電流が一定の限度を超えたかを検出し、電池の入力または出力電流が一定の限度
を超えると、電池内部に設置された保護回路を触発する。保護回路は、電池内部の充電回
路或いは放電回路を切断することにより電池の保護を実現する。また、電池の入力または
出力の電圧を検出することで電池を保護することも可能である。
　発明者は本発明を実現することに至って、関連技術には少なくとも下記のような欠点が
あると発見した。すなわち、電流や電圧の入力または出力がない場合にも、電池を保護す
る必要がある。例えば、電池は外力の作用を受ける場合、あるいは電池内部の化学反応に
よる大量の熱量で電池内部が膨張する場合には、電池は損傷しやすく、ひいては電池が爆
発してしまうなどの危険もある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の実施例は、電池が衝撃を受ける時、或いは押される時のセキュリティリスクと
いう、関連技術で未解決の上記問題を解決するために、電子装置、電池保護の方法及び設
備を提供し、下記の構成を有する。
　本発明の実施例の第１の局面によれば、電池と、電池の表面に設置される少なくとも一
つの圧力センサーと、該圧力センサーと電気的に接続されているコントローラーとを含む
電子装置であって、
前記圧力センサーは、前記電池の表面の圧力パラメータを採集し、
前記コントローラーは、前記電池の表面の圧力パラメータを獲得し、前記圧力パラメータ
と所定の閾値との大小関係を検出し、検出結果に基づいて電池を保護するためのコントロ
ール指令を発する、電子装置を提供する。
第１の可能な実施形態では、
　前記コントローラーは、所定時間おきに前記圧力パラメータと、順に増大の第一の閾値
、第二の閾値及び第三の閾値との大小関係を検出し、
　前記コントローラーは、検出結果が前記第一の閾値より大きく且つ前記第二の閾値より
小さい場合に、前記電子装置がディスプレイ、スピーカー及び/または信号ライトを通し
て警報を発することを触発するための警報表示指令を発し、検出結果が前記第二の閾値よ
り大きく且つ前記第三の閾値より小さい場合に、前記電池の休眠状態を触発するための休
眠指令を発し、検出結果が前記第三の閾値より大きい場合に、前記電池の永久失効状態を
触発するための永久失効指令を発する。
　第１の局面の第１の可能な実施形態を組み合わせ、第２の可能な実施形態では、
　前記コントローラーは、前記電池が休眠状態に入った後、前記圧力パラメータが前記第
二の閾値より小さい値に復帰したかを検出し、検出結果が前記第二の閾値より小さい場合
に、前記電池が前記休眠状態から正常稼動状態に戻ることを触発するための休眠復帰指令
を発する。
　第１の局面、第１の局面の第１の可能な実施形態、または第１の局面の第２の可能な実
施形態を組み合わせ、第３の可能な実施形態では、
　前記少なくとも一つの圧力センサーは、前記電池の表面の異なる位置に均一に設置され
、異なる位置に設置される前記圧力センサーの各圧力センサーに対応の所定の閾値は同じ
または異なる。
　本発明の実施例の第２の局面によれば、コントローラーに用いられる電池の保護方法で
あって、
前記電池の表面の圧力パラメータを得るステップと、
　前記圧力パラメータと所定の閾値との大小関係を検出するステップと、
　検出結果に基づいて、前記電池を保護するためのコントロール指令を発するステップと
を含む、電池の保護方法を提供する。
　第１の可能な実施形態では、前記圧力パラメータと所定の閾値との大小関係を検出する
ステップと、検出結果に基づいて前記電池を保護するためのコントロール指令を発するス
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テップは、
所定時間おきに前記圧力パラメータと、順に増大の第一の閾値、第二の閾値、及び第三の
閾値との大小関係を検出し、
　検出結果が前記第一の閾値より大きく且つ前記第二の閾値より小さい場合に、前記電子
装置がディスプレイ、スピーカー及び/または信号ライトを通して警報をすることを触発
するための警報表示指令を発し、
検出結果が前記第二の閾値より大きく且つ前記第三の閾値より小さい場合に、前記電池の
休眠状態を触発するための休眠指令を発し、
検出結果が前記第三の閾値より大きい場合に、前記電池の永久失効状態を触発するための
永久失効指令を発することを含む。
第２の局面の第１の可能な実施形態を組み合わせ、第２の可能な実施形態では、前記方法
は、
　前記電池が休眠状態に入った後、前記圧力パラメータが前記第二の閾値より小さい値に
復帰したかを検出し、
　検出結果が前記第二の閾値より小さい場合に、前記電池が前記休眠状態から正常稼動状
態に戻ることを触発するための休眠復帰指令を発することをさらに含む。
　本発明の実施態様の第３の局面によれば、コントローラーに用いられる電池保護設備で
あって、
前記電池の表面の圧力パラメータを獲得するための圧力獲得モジュールと、
前記圧力パラメータと所定の閾値との大小関係を検出するための圧力検出モジュールと、
検出結果に基づいて前記電池を保護するコントロール指令を発するための指令生成モジュ
ールとを含む、電池保護設備を提供する。
　第１の可能な実施形態では、
　前記圧力検出モジュールは、所定時間おきに前記圧力パラメータと、順に増大の第一の
閾値、第二の閾値、及び第三の閾値との大小関係をさらに検出し、
　前記指令生成モジュールは、
検出結果が前記第一の閾値より大きく且つ前記第二の閾値より小さい場合に、前記電子装
置がディスプレイ、スピーカー及び/または信号ライトを通して警報をすることを触発す
るための警報表示指令を発する警報生成ユニットと、
検出結果が前記第二の閾値より大きく且つ前記第三の閾値より小さい場合に、前記電池の
休眠状態を触発するための休眠指令を発する休眠生成ユニットと、
検出結果が前記第三の閾値より大きい場合に、前記電池の永久失効状態を触発するための
永久失効指令を発する失効生成ユニットとを含む。
第３の局面の第１の可能な実施形態を組み合わせ、第２の可能な実施形態では、前記指令
生成モジュールは、
　前記電池が休眠状態に入った後、前記圧力パラメータが前記第二の閾値より小さい値に
復帰したかを検出するための圧力検出ユニットと、
　検出結果が前記第二の閾値より小さい場合に、前記電池が前記休眠状態から正常稼動状
態に戻ることを触発するための休眠復帰指令を発する復帰生成ユニットとをさらに含む。
　本発明の実施態様の第４の局面によれば、
一つまたは一つ以上のプロセッサと、
　メモリと、
　前記メモリに記憶され、且つ前記一つまたは一つ以上のプロセッサにより実行されるよ
うに配置される一つまたは一つ以上のモジュールとを含む電子装置であって、
　前記一つまたは一つ以上のモジュールは、
　前記電池の表面の圧力パラメータを獲得し、
　前記圧力パラメータと所定の閾値との大小関係を検出し、
　検出結果に基づいて前記電池を保護するためのコントロール指令を発する機能を有する
、電子装置を提供する。
　本発明の実施例で提供された技術構成は、圧力センサーによって電池の表面の圧力パラ
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メータを採集し、コントローラーによって圧力パラメータと所定の閾値との大小関係を検
出し、検出結果に基づいて電池を保護するコントロール指令を発することで、電池が衝撃
を受ける時、或いは押される時のセキュリティリスクという、関連技術で未解決の問題を
解決し、電池が衝撃を受ける時、或いは押される時のセキュリティリスクを排除する効果
を達成し、より全面的に電池と電子装置を保護できる、という有益な効果を含む。
　以上の一般的な記述及び後での詳しい記述は、例示的と説明的なものに過ぎず、本発明
はそれらに限られていない。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
　本発明の実施例をより明瞭に説明するために、次に実施例の記述において必要な図面に
ついて簡単に説明する。明らかに、次の図面はただ本発明の一部の実施例に過ぎず、当業
者にとって、創造的な工夫をしない前提下で、これらの図面からその他の図面を得ること
ができる。
【図１】例示的な実施例に示される電子装置の例示的な構造を示す模式図である。
【図２Ａ】例示的な実施例に示されるもう一つの電子装置の例示的な構造を示す模式図で
ある。
【図２Ｂ】例示的な実施例に示される一実施例の警報に係る例示的な模式図である。
【図３】例示的な実施例に示される一実施例により提供される電池の保護方法の例示的な
方法フローチャート図である。
【図４】例示的な実施例に示される一実施例により提供される電池の保護方法の例示的な
方法フローチャート図である。
【図５】例示的な実施例に示される一実施例により提供される電池の保護設備の例示的な
方法フローチャート図である。
【図６】例示的な実施例に示されるもう一実施例により提供される電池の保護設備の例示
的な方法フローチャート図である。
【図７】例示的な実施例に示される各実施例に係る電子装置の例示的な構造を示す模式図
である。　上記図面により本発明の明確な実施例が示され、後で詳しく説明する。これら
の図面と文字記載は、本発明の構想の範囲を何らの方式で制限するものではなく、特定し
た実施例を参考にして本発明のコンセプトを当業者に説明するためのものである。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　本発明の目的、技術構成及びメリットをより明瞭にするために、以下は図面を参照しな
がら本発明についてより詳しく説明する。以下に説明する実施態様は、明らかに、本発明
の一部の実施例に過ぎず、すべての実施例ではない。本発明の実施例に基づき、当業者は
創造的な工夫をせずに得たその他の実施例も、本発明の保護範囲に属すことが言うまでも
ない。　
【０００７】
図１は、本発明の一態様により提供される電子装置の例示的な構造を示す模式図である。
該電子装置は、電池１１０と、電池の表面に設置される少なくとも一つの圧力センサー１
２０と、圧力センサー１２０と電気的に接続されるコントローラー１３０とを含むことが
できる。本実施例は、電子装置が一つの圧力センサー１２０を含むことを例として説明を
行う。
【０００８】
圧力センサー１２０は、電池表面の圧力パラメータを採集するためのものである。
コントローラー１３０は、電池表面の圧力パラメータを獲得し、圧力パラメータと所定の
閾値との大小関係を検出し、検出結果に基づいて電池１１０を保護するコントロール指令
を発する。
【０００９】
　以上によって、本実施例で提供される電子装置は、圧力センサーによって電池の表面の
圧力パラメータを採集し、コントローラーによって圧力パラメータと所定の閾値との大小
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関係を検出し、その検出結果に基づいて電池を保護するコントロール指令を発することで
、電池が衝撃を受ける時、或いは押される時のセキュリティリスクという、関連技術で未
解決の問題を解決し、電池が衝撃を受ける時、或いは押される時のセキュリティリスクを
排除する効果を達成し、より全面的に電池と電子装置を保護することができる。
【００１０】
図２Ａは、本発明のもう一実施例により提供される電子装置の例示的な構造を示す模式図
である。
該電子装置は、電池１１０と、電池の表面に設置される少なくとも一つの圧力センサー１
２０と、圧力センサー１２０と電気的に接続されるコントローラー１３０とを含むことが
できる。本実施例は、電子装置が三つの圧力センサー１２０を含むことを例として説明す
る。
【００１１】
　三つの圧力センサー１２０は、電池１１０の表面上の異なる位置に均一に設置され、異
なる位置に設置された圧力センサー１２０は、それぞれ対応の所定閾値が同じまたは異な
っている。
【００１２】
　各圧力センサー１２０は、電池１１０の外表面の、電子装置シェルに近い側に設けても
よいし、電池１１０の内表面の、電池１１０の内部の芯に近い側に設けてもよい。図２Ａ
に示されるように、本実施例は、三つの圧力センサー１２０を電池１１０の外表面の、電
子装置シェルに近い側に均一に設けることを例として説明する。実際の使用に至って、圧
力センサー１２０の数と位置は、実際の要求によって決められることができるので、ここ
で具体的な限定をしない。
【００１３】
　また、異なる位置にある圧力センサー１２０が各自に対応する所定の閾値は同じ或いは
異なる。ある圧力センサー１２０に対応する所定の閾値とは、該圧力センサー１２０で採
集された電池表面の圧力パラメータと比較するための圧力値をいう。本実施例では、異な
る位置にある三つの圧力センサー１２０が各自に対応する所定の閾値が異なることを例と
して説明し、それぞれ、順に増大の第一の閾値、第二の閾値、及び第三の閾値に対応する
。
【００１４】
　各圧力センサー１２０は、電池表面の圧力パラメータを採集するためのものである。
圧力センサー１２０は電池表面の圧力パラメータをリアルタイムで記録する。電池１１０
が受けた外部の圧力であろうか、電池１１０が内部の化学反応による電池膨張で発生した
圧力であろうかに関わらず、圧力センサー１２０はそれらを記録することができる。
コントローラー１３０は、電池表面の圧力パラメータを獲得する。
コントローラー１３０は各圧力センサー１２０と電気的に接続し、圧力センサー１２０で
採集された電池表面の圧力パラメータを獲得する。
【００１５】
　コントローラ１３０はさらに、圧力パラメータと所定の閾値との大小関係を検出する。
本実施例において、順に増大の第一の閾値と、第二の閾値と、第三の閾値との三つの所定
の閾値が予め設定される。コントローラー１３０は、所定時間おきに圧力パラメータと、
順に増大の第一の閾値、第二の閾値、及び第三の閾値との大小関係を検出する。
【００１６】
　例えば、本実施例において異なる位置にある三つの圧力センサー１２０が各自に対応す
る所定の閾値は異なり、それぞれ、順に増大の第一の閾値、第二の閾値、及び第三の閾値
に対応している。そこで、コントローラー１３０は所定の時間おきに第一の圧力センサー
１２０と第一の閾値との大小関係を検出し、所定の時間おきに第二の圧力センサー１２０
と第二の閾値との大小関係を検出し、所定の時間おきに第三の圧力センサー１２０と第三
の閾値との大小関係を検出する。仮に、第一の閾値を２０ニュートンに、第二の閾値を５
０ニュートンに、第三の閾値を１００ニュートンにする。
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コントローラー１３０はさらに、検出結果に基づいて電池１１０を保護するためのコント
ロール指令を発する。
【００１７】
　詳しくは、第１の可能な実施形態で、検出結果が第一の閾値より大きく且つ第二の閾値
より小さい場合に、コントローラー１３０は警報表示指令を発する。
警報表示指令は、電子装置がディスプレイ、スピーカー及び/または信号ライトを通して
警報をすることを触発するための指令である。例えば、ユーザーは電池１１０を充電する
時、電池内部が膨張してコントローラー１３０が検出した、第一の圧力センサー１２０で
採集された圧力パラメータは第一の閾値２０ニュートンより大きく且つ第二の閾値５０ニ
ュートンより小さい場合に、警報表示指令を発することになる。例えば、スピーカーを通
して直接に警報をしたり、ディスプレイで表示した情報で警報をしたりすることができる
。
【００１８】
　図２Ｂに示されるように、仮に電池１１０の表面に９つの圧力センサー１２０を均一に
設置した場合、電池１１０を充電する時、電子装置のディスプレイ上の９つの枠はそれぞ
れ、各圧力センサー１２０で採集された圧力パラメータを表示する。正常な状態、すなわ
ち圧力センサー１２０で採集された圧力パラメータが２０ニュートンより小さい場合、緑
色を示す（図には示されていない）。ある時刻に中間位置の圧力センサー１２０で採集さ
れた圧力パラメータは、第一の閾値２０ニュートンを超え、且つ第二の閾値５０ニュート
ンより小さい場合に、ディスプレイの中間位置の枠は緑色から赤色に変える（図に斜線で
示す）。これによってユーザーに警報をする。
【００１９】
　第２の可能な実施形態では、検出結果が第二の閾値より大きく且つ第三の閾値より小さ
い場合に、休眠指令を発する。
休眠指令は、電池１１０が休眠状態に入ることを触発するための指令である。主に電池内
部の電池チップの稼動を停止させることで、電池１１０を休眠状態にコントロールするこ
とができる。電池表面の圧力パラメータが持続して増大し、コントローラー１３０は、第
二の圧力センサー１２０で採集された圧力パラメータが第二の閾値５０ニュートンより大
きく且つ第三の閾値１００ニュートンより小さいことを検出した場合に、休眠指令を発し
、電池１１０の休眠状態を触発する。
【００２０】
　第３の可能な実施形態では、検出結果が第三の閾値より大きい場合に、永久失効指令を
発する。
永久失効指令は、電池１１０の永久失効状態を触発するための指令である。電池表面の圧
力パラメータが持続して増大し、コントローラー１３０は第三の圧力センサー１２０で採
集された圧力パラメータが第三の閾値１００ニュートンより大きいことを検出した場合に
、永久失効指令を発し、電池１１０の永久失効状態を触発する。
なお、コントローラー１３０は、電池１１０が休眠状態に入った後、圧力パラメータが第
二の閾値より小さい値に復帰したかを検出する。もし検出結果が第二の閾値より小さい場
合に、電池１１０が休眠状態から正常稼動状態に戻ることを触発するための休眠復帰指令
を発する。仮に電池１１０が休眠状態に入った後、電池表面の圧力パラメータは持続して
増大することではなく、５ニュートンに減少した場合に、休眠復帰指令を発する。例えば
、電池１１０に励起電圧または励起電流を与え、電池１１０が休眠状態から正常稼動状態
に戻ることを触発させることができる。
【００２１】
上記の３つの形態で、電池１１０を保護するセキュリティレベルは順に高くなっていく。
同一の電池１１０について、第一の閾値と、第二の閾値と、第三の閾値とからなる群より
選ばれる一つの閾値を設定してもよいし、第一の閾値と、第二の閾値と、第三の閾値とか
らなる群より選ばれる二つの閾値、或いは三つ全部を設定してもよい。本発明はこれにつ
いて詳しく限定しない。
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【００２２】
　以上のように、本実施例で提供される電子装置は、圧力センサーによって電池の表面の
圧力パラメータを採集し、コントローラーによって圧力パラメータと所定の閾値との大小
関係を検出し、その検出結果に基づいて電池を保護するコントロール指令を発することで
、電池が衝撃を受ける時、或いは押される時のセキュリティリスクという、関連技術で未
解決の問題を解決し、電池が衝撃を受ける時、或いは押される時のセキュリティリスクを
排除する効果を達成し、より全面的に電池と電子装置を保護することができる。
また、本実施例で提供される電子装置は、コントローラーによって圧力パラメータと異な
る所定の閾値との大小関係を検出することにより、三つの異なるコントロール指令を発し
、電池と電子装置にセキュリティレベルの異なる保護を提供できた。
【００２３】
　図３は、本発明の一実施例により提供される電池の保護方法の例示的な方法フローチャ
ート図である。該電池の保護方法は、図１または図２Ａに示されるコントローラーに用い
られる。該電池の保護方法は、以下のステップを含む。
ステップ３０２において、電池の表面の圧力パラメータを得る。
　ステップ３０４において、圧力パラメータと所定の閾値との大小関係を検出する。
　ステップ３０６において、検出結果に基づいて電池を保護するコントロール指令を発す
る。
【００２４】
　以上のように、本実施例で提供される電池の保護方法は、電池の表面の圧力パラメータ
を採集し、圧力パラメータと所定の閾値との大小関係を検出し、その検出結果に基づいて
電池を保護するコントロール指令を発することで、電池が衝撃を受ける時、或いは押され
る時のセキュリティリスクという、関連技術で未解決の問題を解決し、電池が衝撃を受け
る時、或いは押される時のセキュリティリスクを排除する効果を達成し、より全面的に電
池と電子装置を保護することができる。
【００２５】
　図４は、本発明のもう一実施例により提供される電池の保護方法の例示的な方法フロー
チャート図である。該電池の保護方法は、図１または図２Ａに示されるコントローラーに
用いられる。該電池の保護方法は、下記のステップを含んで良い。
【００２６】
　ステップ４０１において、電池表面の圧力パラメータを獲得する。
　電池の表面に少なくとも一つの圧力センサーを取り付けて電池表面の圧力パラメータを
採集し、コントローラーは当該の少なくとも一つの圧力センサーと電気的に接続し、圧力
センサーで採集される電池の表面の圧力パラメータを獲得する。
　ステップ４０２において、所定時間おきに圧力パラメータと、順に増大の第一の閾値、
第二の閾値、及び第三の閾値との大小関係を検出する。
【００２７】
　それぞれ順に増大の第一の閾値と、第二の閾値と、第三の閾値との三つの所定の閾値が
予め設定されておく。コントローラーは、所定時間おきに圧力パラメータと、順に増大の
第一の閾値、第二の閾値、及び第三の閾値との大小関係を検出する。本実施例では、仮に
、第一の閾値を２０ニュートンに、第二の閾値を５０ニュートンに、第三の閾値を１００
ニュートンにする。
【００２８】
　ステップ４０３において、検出結果が第一の閾値より大きく且つ第二の閾値より小さい
場合に、警報表示指令を発する。
警報表示指令は、電子装置がディスプレイ、スピーカー及び/または信号ライトを通して
警報をすることを触発するための指令である。例えば、ユーザーは電池を充電する時、電
池内部が膨張し、コントローラーが、圧力パラメータは第一の閾値２０ニュートンより大
きく且つ第二の閾値５０ニュートンより小さいことを検出した場合に、警報表示指令を発
する。例えば、スピーカーを通して直接に警報をしたり、ディスプレイで表示した情報で
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警報をしたりすることができる。
ステップ４０４において、検出結果が第二の閾値より大きく且つ第三の閾値より小さい場
合に、休眠指令を発する。
【００２９】
　休眠指令は、電池が休眠状態に入らせることを触発する指令である。主に電池内部の電
池チップの稼動を停止させることで電池を休眠状態にコントロールすることができる。電
池表面の圧力パラメータが持続して増大するとき、コントローラーが検出した圧力パラメ
ータは第二の閾値５０ニュートンより大きく且つ第三の閾値１００ニュートンより小さい
場合に、休眠指令を発し、電池の休眠状態を触発する。
ステップ４０５において、検出結果が第三の閾値より大きい場合に、永久失効指令を発す
る。
【００３０】
　永久失効指令は、電池の永久失効状態を触発するための指令である。電池表面の圧力パ
ラメータが持続して増大し、コントローラーが検出した圧力パラメータは第三の閾値１０
０ニュートンより大きい場合に、永久失効指令を発し、電池の永久失効状態を触発する。
　また、上記ステップ４０４の後に、下記のいくつかのステップがある。
　ステップ４０６において、電池が休眠状態に入った後、圧力パラメータが第二の閾値よ
り小さい値に復帰したかを検出する。
　電池が休眠状態に入った後、コントローラーは、圧力パラメータが第二の閾値より小さ
い値に復帰したかを検出する。
【００３１】
　ステップ４０７において、検出結果が第二の閾値より小さい場合に、休眠復帰指令を発
する。
休眠復帰指令は、電池が休眠状態から正常稼動状態に戻ることを触発する指令である。仮
に電池が休眠状態に入った後、電池表面の圧力パラメータは持続して増大することではな
く、５ニュートンに減少した場合に、休眠復帰指令を発する。例えば、電池に励起電圧ま
たは励起電流を与え、電池が休眠状態から正常稼動状態に戻ることを触発することができ
る。
【００３２】
　実際の使用中、同一の電池について、第一の閾値と、第二の閾値と、第三の閾値とから
なる群より選ばれる一つの閾値を設置してもよいし、第一の閾値と、第二の閾値と、第三
の閾値とからなる群より選ばれる二つ、或いは三つ全部を設置してもよい。本発明はこれ
について詳しく限定しない。
【００３３】
　以上のように、本実施例で提供される電池の保護方法は、電池の表面の圧力パラメータ
を採集し、圧力パラメータと所定の閾値との大小関係を検出し、その検出結果に基づいて
電池を保護するコントロール指令を発することで、電池が衝撃を受ける時、或いは押され
る時のセキュリティリスクという、関連技術で未解決の問題を解決し、電池が衝撃を受け
る時、或いは押される時のセキュリティリスクを排除する効果を達成し、より全面的に電
池と電子装置を保護することができる。
また、本実施態様で提供される電池の保護方法は、圧力パラメータと、異なる所定の閾値
との大小関係を検出することにより、三つの異なるコントロール指令を発し、電池と電子
装置にセキュリティレベルの異なる保護を与えた。
【００３４】
　以下は本発明の設備の実施例であり、本発明の方法実施例を行うことに用いられる。本
発明の設備の実施例で公開しなかった点について、本発明の方法実施例を参照できる。
図５は、本発明の一実施例により提供される電池の保護設備の例示的な構造のブロック図
である。該電池の保護設備は、ソフトウェア、ハードウェア、或いは両者の組み合わせに
より電池のコントローラーのすべてまたは一部となることができる。該電池の保護設備は
、圧力獲得モジュール５１０と、圧力検出モジュール５２０と、指令生成モジュール５３
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０とを含むことができる。
圧力獲得モジュール５１０は、前記電池の表面の圧力パラメータを獲得する。
圧力検出モジュール５２０は、前記圧力パラメータと所定の閾値との大小関係を検出する
。
指令生成モジュール５３０は、検出結果に基づいて前記電池を保護するコントロール指令
を発する。
【００３５】
　以上のように、本実施例で提供される電池の保護設備は、電池の表面の圧力パラメータ
を採集し、圧力パラメータと所定の閾値との大小関係を検出し、その検出結果に基づいて
電池を保護するコントロール指令を発することで、電池が衝撃を受ける時、或いは押され
る時のセキュリティリスクという、関連技術で未解決の問題を解決し、電池が衝撃を受け
る時、或いは押される時のセキュリティリスクを排除する効果を達成し、より全面的に電
池と電子装置を保護することができる。
【００３６】
　図６は、本発明のもう一つの実施例により提供される電池の保護装置の例示的な構造の
ブロック図である。該電池の保護設備は、ソフトウェア、ハードウェア、或いは両者の組
み合わせにより電池のコントローラーのすべてまたは一部となることができる。該電池の
保護設備は、圧力獲得モジュール５１０と、圧力検出モジュール５２０と、指令生成モジ
ュール５３０とを含むことができる。
圧力獲得モジュール５１０は、前記電池の表面の圧力パラメータを獲得する。
圧力検出モジュール５２０は、前記圧力パラメータと所定の閾値との大小関係を検出する
。
【００３７】
　圧力検出モジュール５２０はさらに、所定時間おきに前記圧力パラメータと、順に増大
の第一の閾値、第二の閾値、及び第三の閾値との大小関係を検出する。
指令生成モジュール５３０は、検出結果に基づいて前記電池を保護するコントロール指令
を発する。
詳しく言えば、前記指令生成モジュール５３０は、警報生成ユニット５３０ａと、休眠生
成ユニット５３０ｂと、失効生成ユニット５３０ｃとを含む。
【００３８】
　前記警報生成ユニット５３０ａは、検出結果が前記第一の閾値より大きく且つ前記第二
の閾値より小さい場合に、前記電子装置がディスプレイ、スピーカー及び/または信号ラ
イトを通して警報をすることを触発するための警報表示指令を発する。
前記休眠生成ユニット５３０ｂは、検出結果が前記第二の閾値より大きく且つ前記第三の
閾値より小さい場合に、前記電池の休眠状態を触発するための休眠指令を発する。
前記失効生成ユニット５３０ｃは、検出結果が前記第三の閾値より大きい場合に、前記電
池の永久失効状態を触発するための永久失効指令を発する。
前記指令生成モジュール５３０はさらに、圧力検出ユニット５３０ｄと復帰生成ユニット
５３０ｅとを含む。
前記圧力検出ユニット５３０ｄは、前記電池が休眠状態に入った後、前記圧力パラメータ
が前記第二の閾値より小さい値に復帰したかを検出する。
　前記復帰生成ユニット５３０ｅは、検出結果が前記第二の閾値より小さい場合に、前記
電池が前記休眠状態から正常稼動状態に戻ることを触発するための休眠復帰指令を発する
。　
【００３９】
　以上のように、本実施例で提供される電池の保護設備は、電池の表面の圧力パラメータ
を採集し、圧力パラメータと所定の閾値との大小関係を検出し、その検出結果に基づいて
電池を保護するコントロール指令を発することで、電池が衝撃を受ける時、或いは押され
る時のセキュリティリスクという、関連技術で未解決の問題を解決し、電池が衝撃を受け
る時、或いは押される時のセキュリティリスクを排除する効果を達成し、より全面的に電
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池と電子装置を保護することができる。
【００４０】
　また、本実施例で提供される電池の保護設備は、圧力パラメータと、異なる所定の閾値
との大小関係を検出することにより、三つの異なるコントロール指令を発し、電池と電子
装置にセキュリティレベルの異なる保護を与えた。
ただし、上記実施例で提供される電池の保護設備について、電池を保護するに至って、上
記の各機能モジュールの区分によって例を挙げて説明したものに過ぎない。実際の使用中
、必要に応じて上記機能を、異なる機能モジュールに分配して実現させることができる。
すなわち、装置の内部構造を、異なる機能モジュールに分けることで上記のすべて或いは
一部の機能を実現させることができる。また、上記の実施例で提供される電池の保護設備
と電池の保護方法の方法実施例は同一の構想に属し、その具体的な実現プロセスについて
方法実施例を参照できるので、ここで説明を省略する。
【００４１】
　図７は、本発明の各実施例に係る電子装置の例示的な構造を示す模式図である。該電子
装置は、上記実施例で提供される電池の保護方法を実施できる。
電子装置７００は、通信ユニット７１０と、一つまたは一つ以上のコンピュータ読み取り
可能な記憶媒体を含むメモリ７２０と、入力ユニット７３０と、表示ユニット７４０と、
センサー７５０と、オーディオ回路７６０と、無線通信ユニット７７０と、一つまたは一
つ以上のプロセスコアを含むプロセッサ７８０と、電源７９０などの部品を含むことがで
きる。当業者に理解できるように、図に示される電子装置の構造は、電子装置に対する限
定ではなく、電子装置は、図に示されるものより多い、或いは少ない部品を含むこともで
きるし、ある部品を組み合わせまたは異なる部品の配布を有しても可能である。
【００４２】
　ここで、通信ユニット７１０は、情報の送受信または通話中において、信号を受信及び
送信するためのものである。当該通信ユニット７１０は、ＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕ
ｅｎｃｙ）回路、ルーター、モデム等のネットワーク通信装置であってもよい。特に、通
信ユニット７１０がＲＦ回路である場合、基地局からの下り情報を受信した後、１つ或い
は１つ以上のプロセッサ７８０に渡して処理させる。また、上りデータを基地局に送信す
る。一般的に、通信ユニットとしてのＲＦ回路は、アンテナ、少なくとも１つのアンプ、
チューナー、１つ又は複数の発振器、ユーザ識別モジュール（ＳＩＭ）カード、受発信機
、カプラー、ＬＮＡ（Ｌｏｗ　Ｎｏｉｓｅ　Ａｍｐｌｉｆｉｅｒ、ローノイズアンプ）、
デュプレクサ等を含むが、これらに限らない。なお、通信ユニット７１０は、無線通信で
ネットワーク、及び他の装置と通信することができる。上記無線通信として、ＧＳＭ（Ｇ
ｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｏｆ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）、ＧＰ
ＲＳ（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）、ＣＤＭＡ（Ｃｏ
ｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、ＷＣＤＭＡ（Ｗｉｄｅｂ
ａｎｄ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、ＬＴＥ（Ｌ
ｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）、電子メール、ＳＭＳ（Ｓｈｏｒｔ　Ｍｅｓｓ
ａｇｉｎｇ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）等を含む任意の通信規格またはプロトコルを利用してもよ
いが、これらに限らない。メモリ７２０は、ソフトウェアプログラム及びモジュールを格
納するためのものであり、プロセッサ７８０は、メモリ７２０に格納されたソフトウェア
プログラム及びモジュールを実行することで、各種の機能のアプリ及びデータ処理を実施
する。メモリ７２０には、主に、プログラム格納領域とデータ格納領域を有する。プログ
ラム格納領域には、ＯＳ、少なくとも１つの機能を実行するアプリ（例えば、音声再生機
能、画像再生機能等）等が格納されている。データ格納領域には、電子装置７００の使用
により作成されたデータ（例えば、オーディオデータ、電話帳等）等が格納される。また
、メモリ７２０は、高速ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）を含んで
もよく、さらに、例えば少なくとも１つの磁気ディスクメモリ、フラッシュメモリなどの
不揮発性メモリ、或いは他の揮発性のＳＳＤ（ｓｏｌｉｄ　ｓｔａｔｅ　ｄｒｉｖｅ）メ
モリを含んでもよい。また、メモリ７２０は、プロセッサ７８０及び入力ユニット７３０
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がメモリ７２０にアクセスできるように、メモリ制御器をさらに含んでもよい。
【００４３】
　入力ユニット７３０は、数字或いはキャラクター情報の入力の受け付け、及び、ユーザ
設定及び機能制御に関するキーボード、マウス、操作レバー、光学ボールやトラックボー
ルにより信号入力を発生させるためのものである。入力ユニット７３０は、タッチセンシ
ティブ表面７３１及び他の入力装置７３２を含んでもよい。タッチセンシティブ表面７３
１は、タッチパネルやタッチパッドとも呼ばれ、ユーザがその表面上や付近に対するタッ
チ操作（例えば、ユーザが指やタッチペンなどの任意の適した物や付属品を使用して、タ
ッチセンシティブ表面７３１上やタッチセンシティブ表面７３１付近に対して行う操作）
を収集するとともに、予め設定されたプログラムにしたがって、関連する接続装置を駆動
する。タッチセンシティブ表面７３１は、選択的に、タッチ検出手段及びタッチ制御器の
２つの部分を含んでもよい。ここで、タッチ検出手段は、ユーザのタッチ位置を検出する
とともに、タッチ操作による信号を検出し、その情報をタッチ制御器に送信する。タッチ
制御器は、タッチ検出手段からタッチ情報を受信し、当該情報を接触点座標に変換してプ
ロセッサ７８０に送信するとともに、プロセッサ７８０からのコマンドを受信して実行す
る。なお、抵抗式、容量式、赤外線式及び表面弾性波式などの様々な方式によりタッチセ
ンシティブ表面７３１を実現することができる。入力ユニット７３０は、タッチセンシテ
ィブ表面７３１に加えて、他の入力装置７３２をさらに含んでもよい。他の入力装置７３
２は、物理的なキーボード、ファンクションキー（例えば、ボリューム制御ボタン、スイ
ッチボタン等）、トラックボール、マウス、操作レバー等のうちの一つ又は複数を含んで
もよいが、これらに限らない。
【００４４】
　表示ユニット７４０は、ユーザが入力した情報やユーザに提供する情報、及び電子装置
７００の各種のグラフィカル・ユーザー・インターフェース（ＧＵＩ）を表示するための
ものであり、これらのグラフィカル・ユーザー・インターフェースは、図形、テキスト、
アイコン、ビデオ及びそれらの任意の組合せで構成されることができる。表示ユニット７
４０は、表示パネル７４１を含んでもよい。表示パネル７４１は、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ
　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、ＯＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ－Ｅｍｉ
ｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）等の形態で構成されてもよい。さらに、タッチセンシティブ表
面７３１は、表示パネル７４１を覆うように設けられ、タッチセンシティブ表面７３１が
その表面または付近に対するタッチ操作を検出すると、その検出結果をプロセッサ７８０
に転送してタッチイベントのタイプを確認させ、その後、プロセッサ７８０は、タッチイ
ベントのタイプに基づいて、表示パネル７４１上に対応する視覚的出力を提供するように
構成されてもよい。図７において、タッチセンシティブ表面７３１と表示パネル７４１と
が２つの独立した部品として出力及び入力の機能を実現するように構成されているが、タ
ッチセンシティブ表面７３１と表示パネル７４１とを集積構成して入力及び輸出機能を実
現する実施例もあり得る。
【００４５】
　電子装置７００は、さらに、電池表面の圧力パラメータを採集するための圧力センサー
である、少なくとも一種のセンサー７５０を含んでもよい。また、前記少なくとも一種の
センサー７５０は、光センサー、運動センサー及び他のセンサーを含んでもよい。光セン
サーは、環境光センサーと近接センサーを含んでもよいが、環境光センサーは、環境光の
明るさに基づいて、表示パネル７４１の輝度を調整することができ、近接センサーは、電
子装置７００が耳元まで移動すると、表示パネル７４１及び／又はバックライトをオフす
る。運動センサーの一種としての重力加速度センサーは、各方向（一般的には、３軸）に
おける加速度の大きさを検出することができ、静止の状態では、重力の大きさ及びその方
向を検出することができるので、携帯電話の姿勢を認識するアプリ（例えば、画面の横縦
向きの切り替え、ゲーム、磁力計の姿勢校正）、振動認識に関する機能（例えば、歩数計
、パーカッション）等に使用される。電子装置７００には、さらに、ジャイロスコープ、
気圧計、湿度計、温度計、赤外線センサー等のほかのセンサーが備えられるが、ここで、
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その具体的な説明は省略する。
【００４６】
　オーディオ回路７６０、スピーカ７６１、マイク７６２は、ユーザと電子装置７００と
の間のオーディオインタフェースを提供する。オーディオ回路７６０は、受信したオーデ
ィオデータから変換された電気信号をスピーカ７６１に転送し、スピーカ７６１により音
声信号に変換して出力する。一方、マイク７６２は、収集した音声信号を電気信号に変換
し、オーディオ回路７６０が当該電気信号を受信した後オーディオデータに変換し、オー
ディオデータをプロセッサ７８０に転送して処理してから、ＲＦ回路７１０を介して例え
ば他の電子装置に転送するか、或いはオーディオデータをメモリ７２０に送信して更に処
理を行うようにする。オーディオ回路７６０は、電子装置７００が外部のイヤホンと通信
できるように、イヤホン挿入孔を含んでもよい。
【００４７】
　当該電子装置は、無線通信を実現するために、無線通信ユニット７７０を備えてもよい
。当該無線通信ユニット７７０は、ＷｉＦｉ（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｆｉｄｅｌｉｔｙ）モ
ジュールであってもよい。ＷｉＦｉは近距離無線通信技術に属し、ユーザに無線のブロー
ドバンドインターネットアクセスを提供するので、ユーザは、電子装置７００の無線通信
ユニット７７０を利用して、電子メールの送受信、ウェブの閲覧、ストリーミングメディ
アのアクセス等を行うことができる。図において、無線通信ユニット７７０を示している
が、当該無線通信ユニット７７０は、電子装置７００にとって不可欠な構成ではなく、本
発明の趣旨を変更しない範囲内で必要に応じて省略することができる、ことを理解すべき
である。
【００４８】
　プロセッサ７８０は、電子装置７００の制御センターであり、各種のインタフェース及
び回路を介して携帯電話全体の各部と接続され、メモリ７２０内に格納されたソフトウェ
アプログラム及び／又はモジュールを実行または作動させるとともに、メモリ７２０内に
格納されたデータを呼び出すことによって、電子装置７００の各種機能の実行及びデータ
の処理を実現することで、携帯電話全体をコントロールする。プロセッサ７８０は、１つ
又は複数の処理コアを含んでもよく、アプリプロセッサとモデムプロセッサを集積して構
成されてもよい。ここで、アプリプロセッサは、主に、ＯＳ、ユーザインタフェース、及
びアプリなどを処理し、モデムプロセッサは、主に、無線通信を処理する。また、上記モ
デムプロセッサがプロセッサ７８０に集積されなくてもよい、ことを理解すべきである。
電子装置７００は、さらに、各部に電力を供給する電源７９０（例えば、バッテリー）を
含み、当該電源７９０は、電源管理システムを介してプロセッサ７８０にロジック的に接
続されることにより、電源管理システムを介して充電・放電管理、及び電力管理等の機能
を実現することができる。電源７９０は、さらに、１つ或いは１つ以上の直流又は交流電
源、再充電システム、電源故障検出回路、電源コンバータ又はインバータ、電源状態イン
ジケータ等の任意のアセンブリを含んでもよい。
【００４９】
　電子装置７００は、図示してはないが、カメラ、ブルートゥースモジュール等をさらに
含んでもよいが、ここで、その具体的な説明は省略する。本実施例では、電子装置はさら
にメモリと、前記メモリに記憶される一つまたは一つ以上のプログラムとを含み、しかも
配置によって、本発明の図３または図４に示される実施例で提供された電池の保護方法に
係る電子装置のコントローラーの指令の実行を含む、前記一つまたは一つ以上のプログラ
ムを前記一つまたは一つ以上のプロセッサで実行する。
【００５０】
　また、典型的に、本発明に記載の電子装置は、例えば携帯電話や携帯情報端末（ＰＤＡ
）などの各種のハンドヘルド端末機器であってもよいので、本発明の保護範囲は、ある特
定したタイプの電子装置に限られていない。
また、本発明の方法によりコンピューター読み取り可能な記憶媒体に記憶可能な、ＣＰＵ
で実行するコンピュータープログラムを実現できる。該コンピュータープログラムをＣＰ
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Ｕで実行する時、本発明の方法に限定された上記機能を果たす。
また、上記方法ステップ及びシステムユニットについては、コントローラー、及びコント
ローラーによって上記ステップまたはユニット機能を実現するコンピュータープログラム
を記憶するコンピューター読み取り可能な記憶媒体を利用して実現できる。
【００５１】
　また、本願でいうコンピューター読み取り可能な記憶媒体（例えば、メモリ）は、揮発
性メモリと非揮発性メモリからなる群より選ばれる一つ以上のものである。非揮発性メモ
リとして、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、プログラム可能なＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、電気
的にプログラム可能なＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、電気的に消去可能なプログラムＲＯＭ（Ｅ
ＥＰＲＯＭ）、またはフラッシュメモリが挙げられ、揮発性メモリとして、外部高速キャ
ッシュメモリとすることのできるランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）が挙げられる。以上
は例として挙げられただけであり、本発明を制限するものではない。なお、本発明を制限
するのではなく、例として、シンクロナスＲＡＭ（ＤＲＡＭ）、ダイナミックＲＡＭ（Ｄ
ＲＡＭ）、シンクロナスＤＲＡＭ（ＳＤＲＡＭ）、ダブルデータレートＳＤＲＡＭ（ＤＤ
Ｒ　ＳＤＲＡＭ）、増強ＳＤＲＡＭ（ＥＳＤＲＡＭ）、シンクロナスリンクＤＲＡＭ（Ｓ
ＬＤＲＡＭ）及び直接ＲａｍｂｕｓＲＡＭ（ＤＲＲＡＭ）のような複数の方式でＲＡＭを
得ることができる。以上に開示した局面の記憶装置は、これら及びその他の適切なメモリ
を含むが、これらに限られていない。
【００５２】
　当業者が理解できるように、本発明に記載した各例示的なロジックブロック、モジュー
ル、回路及び算法のステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフトウェアのいずれ
或いは両者の組み合わせによって実現されることができる。ハードウェアとソフトウェア
との互換性を明瞭に説明するために、各例示的な部品、ブロック、モジュール、回路及び
ステップの機能について一般的な記述をした。この機能はソフトウェアによって実現され
るか、ハードウェアによって実現されるかは具体的なアプリ及びシステム全体に対するデ
ザイン制約によるものである。当業者は各具体的なアプリに対してあらゆる方法で前記機
能を実現することができるが、この実現の決定は、本発明の範囲を逸脱したものだと解釈
してはならない。
【００５３】
　本発明に記載した各例示的なロジックブロック、モジュール、回路は、上記機能を実行
するようにデザインした、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、専用集
成回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラム可能なゲートアレイ（ＦＰＧＡ）またはその
他のプログラム可能なロジック装置、離散ゲート或いはトランジスタロジック、離散した
ハードウェア部品もしくはこれらの部品の任意の組み合わせを利用して実現・実行できる
。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであってもよいが、その代わりに、プロセッサは
、任意の伝統的なプロセッサ、コントローラー、マイクロコントローラーまたは状態機で
あってもよい。また、プロセッサは、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組み合わ
せ、複数のマイクロプロセッサ、一つまたは一つ以上のマイクロプロセッサとＤＳＰコア
との組み合わせ、或いは任意のその他の配置のような、コンピューター装置の組み合わせ
によって実現されてもよい。
【００５４】
　本発明に記載の方法または算法のステップは、直接にハードウェアに含まれるか、プロ
セッサで実行するソフトウェアモジュール或いはこれらの組み合わせに含まれであっても
よい。ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、Ｅ
ＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディス
ク、ＣＤ－ＲＯＭ、或いは本分野で既知のその他の方式の記憶媒体に存在ことができる。
例示的な記憶媒体はプロセッサにカップリングされ、プロセッサは該記憶媒体から情報を
読み取り、或いは該記憶媒体に情報を書き込むことができる。一つの代わりの態様では、
前記記憶媒体はプロセッサと集成できる。プロセッサと記憶媒体はＡＳＩＣに存在するこ
とができる。ＡＳＩＣはユーザー端末に存在できる。一つの代わりの態様では、プロセッ
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サと記憶媒体は離散した部品としてユーザー端末に存在できる。
【００５５】
　一つまたは一つ以上の例示的なデザインにおいて、前記機能は、ハードウェア、ソフト
ウェア、ファームウェア、またはこれらの任意の組み合わせによって実現できる。ソフト
ウェアによって実現する場合に、前記機能を一つまたは複数の指令或いはコードとしてコ
ンピューター読み取り可能な媒体に記憶し、或いはコンピューター読み取り可能な媒体に
より伝送することができる。コンピューター読み取り可能な媒体は、コンピューター記憶
媒体と、コンピュータープログラムを一つの場所からもう一つの場所に伝送することに寄
与する任意の媒体を含む通信媒体とを含む。記憶媒体は、汎用または専用コンピューター
がアクセス可能な任意の利用可能な媒体であってもよい。制限的ではない例として、該コ
ンピューター読み取り可能な媒体として、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ
、或いはその他の光ディスク記憶装置、ディスク記憶装置もしくはその他の磁気記憶装置
、または形が指令或いはデータ構造である必要なプログラムコードを持ち、或いは記憶す
る可能な汎用または専用コンピューター、或いは汎用または専用プロセッサがアクセスで
きる任意のその他の媒体が挙げられる。また、あらゆる接続は、コンピューター読み取り
可能な媒体と適当に言える。例えば、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストベ
アケーブル、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、あるいは赤外線や無線電波及びマイクロウ
ェーブのような無線技術を利用してウェブサイト、サーバー、またはその他のリモート・
ソースからソフトウェアを発送する場合に、上記の同軸ケーブル、光ファイバーケーブル
、ツイストベアケーブル、ＤＳＬ、あるいは赤外線や無線電波及びマイクロウェーブのよ
うな無線技術はいずれも媒体の範囲に含まれる。ここで使用したように、磁気ディスクと
光ディスクは、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザーディスク、光ディスク、デジタル
多用途ディスク（ＤＶＤ）、フロッピーディスク、ブルーレイディスクを含み、前記磁気
ディスクは通常磁性的にデータを再現し、光ディスクはレーザーを利用して光学的にデー
タを再現する。上記内容の組み合わせも、コンピューター読み取り可能な媒体の範囲にあ
る。
【００５６】
　以上開示した例示的な実施例は、クレームで規定した本発明の範囲を逸脱しない限り、
多くの変形と修正を取ることができる。ここに記述した実施例の方法クレームの機能、ス
テップ及び/または動作は、特定した順序で実行する必要はない。また、本発明のエレメ
ントは、個体の形で記載または要求することができるが、複数個の形をとることもである
。ただし、明確に単数と制限した場合は除外である。
【００５７】
　コンテキストで明確に例外を示した場合を除き、本文で使用される単数形「一つ」（「
ａ」、「ａｎ」、「ｔｈｅ」）も複数形を含む。また、本文で使用される「及び/または
」とは、一つまたは一つ以上の、関連して列した項目のいずれか一つ及びあらゆる可能な
組み合わせをいう。
【００５８】
　上記の、本発明の実施例の番号は記述のために過ぎず、実施例の優劣を表するものでは
ない。
上記実施例のすべて或いは一部のステップは、ハードウェアによって実現されてもよいし
、プログラムを介して関連のハードウェアに指令することで実現してもよいと当業者は理
解できる。前記プログラムは、読み出し専用メモリや、磁気ディスク、光ディスク等であ
ってもよいコンピューター読み取り可能な記憶媒体に記憶されることができる。
以上はただ本発明の良い実施例に過ぎず、本発明を制限するものではない。本発明の精神
と原則内限り、いかなる修正、同等入れ替え、改善等は、本発明の保護範囲内のものであ
る。
【００５９】
　本願は、出願番号２０１３１０５２０５０３．７、出願日２０１３/１０/２９の中国特
許出願に基づいて提出されたものであり、該中国特許出願の優先権を要求し、該中国特許
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【図１】

【図２Ａ】

【図２Ｂ】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【手続補正書】
【提出日】平成26年7月31日(2014.7.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電池と、電池の表面に設置される少なくとも一つの圧力センサーと、該圧力センサーと
電気的に接続されているコントローラーとを含む電子装置であって、
　前記圧力センサーは、前記電池の表面の圧力パラメータを採集し、
　前記コントローラーは、前記電池の表面の圧力パラメータを獲得し、前記圧力パラメー
タと所定の閾値との大小関係を検出し、検出結果に基づいて電池を保護するためのコント
ロール指令を発することを特徴とする電子装置。
【請求項２】
　前記コントローラーは、所定時間おきに前記圧力パラメータと、順に増大の第一の閾値
、第二の閾値、及び第三の閾値との大小関係を検出し、
　前記コントローラーは、検出結果が前記第一の閾値より大きく且つ前記第二の閾値より
小さい場合に、前記電子装置がディスプレイ、スピーカー及び/または信号ライトを通し
て警報をすることを触発するための警報表示指令を発し、検出結果が前記第二の閾値より
大きく且つ前記第三の閾値より小さい場合に、前記電池の休眠状態を触発するための休眠
指令を発し、検出結果が前記第三の閾値より大きい場合に、前記電池の永久失効状態を触
発するための永久失効指令を発することを特徴とする、請求項１に記載の電子装置。
【請求項３】
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　前記コントローラーは、前記電池が休眠状態に入った後に、前記圧力パラメータが前記
第二の閾値より小さい値に復帰したかを検出し、検出結果が前記第二の閾値より小さい場
合に、前記電池が前記休眠状態から正常稼動状態に戻ることを触発するための休眠復帰指
令を発することを特徴とする、請求項２に記載の電子装置。
【請求項４】
　前記少なくとも一つの圧力センサーは、前記電池の表面の異なる位置に均一に設置され
、
異なる位置に設置される前記圧力センサーの各圧力センサーに対応の所定の閾値は同じま
たは異なることを特徴とする、請求項１～３のいずれか１項に記載の電子装置。
【請求項５】
　コントローラーに用いられる電池保護方法であって、
前記電池の表面の圧力パラメータを得るステップと、
　前記圧力パラメータと所定の閾値との大小関係を検出するステップと、
　検出結果に基づいて前記電池を保護するためのコントロール指令を発するステップとを
含むことを特徴とする電池保護方法。
【請求項６】
　前記圧力パラメータと所定の閾値との大小関係を検出するステップと、検出結果に基づ
いて前記電池を保護するためのコントロール指令を発するステップは、
　所定時間おきに前記圧力パラメータと、順に増大の第一の閾値、第二の閾値、及び第三
の閾値との大小関係を検出し、
　検出結果が前記第一の閾値より大きく且つ前記第二の閾値より小さい場合に、前記電子
装置がディスプレイ、スピーカー及び/または信号ライトを通して警報をすることを触発
するための警報表示指令を発し、
　検出結果が前記第二の閾値より大きく且つ前記第三の閾値より小さい場合に、前記電池
の休眠状態を触発するための休眠指令を発し、
　検出結果が前記第三の閾値より大きい場合に、前記電池の永久失効状態を触発するため
の永久失効指令を発することを含むことを特徴とする請求項５に記載の電池保護方法。
【請求項７】
　前記電池が休眠状態に入った後、前記圧力パラメータが前記第二の閾値より小さい値に
復帰したかを検出し、
　検出結果が前記第二の閾値より小さい場合に、前記電池が前記休眠状態から正常稼動状
態に戻ることを触発するための休眠復帰指令を発することをさらに含むことを特徴とする
請求項６に記載の電池保護方法。
【請求項８】
　コントローラーに用いられる電池保護設備であって、
　前記電池の表面の圧力パラメータを獲得するための圧力獲得モジュールと、
　前記圧力パラメータと所定の閾値との大小関係を検出するための圧力検出モジュールと
、
　検出結果に基づいて前記電池を保護するコントロール指令を発するための指令生成モジ
ュールとを含むことを特徴とする電池保護設備。
【請求項９】
　前記圧力検出モジュールは、所定時間おきに前記圧力パラメータと、順に増大の第一の
閾値、第二の閾値、及び第三の閾値との大小関係をさらに検出し、
　前記指令生成モジュールは、
　検出結果が前記第一の閾値より大きく且つ前記第二の閾値より小さい場合に、前記電子
装置がディスプレイ、スピーカー及び/または信号ライトを通して警報をすることを触発
するための警報表示指令を発する警報生成ユニットと、
　検出結果が前記第二の閾値より大きく且つ前記第三の閾値より小さい場合に、前記電池
の休眠状態を触発するための休眠指令を発する休眠生成ユニットと、
　検出結果が前記第三の閾値より大きい場合に、前記電池の永久失効状態を触発するため
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の永久失効指令を発する失効生成ユニットとを含むことを特徴とする請求項８に記載の電
池保護設備。
【請求項１０】
　前記指令生成モジュールは、
　前記電池が休眠状態に入った後、前記圧力パラメータが前記第二の閾値より小さい値に
復帰したかを検出するための圧力検出ユニットと、
　検出結果が前記第二の閾値より小さい場合に、前記電池が前記休眠状態から正常稼動状
態に戻ることを触発するための休眠復帰指令を発する復帰生成ユニットとをさらに含むこ
とを特徴とする請求項９に記載の電池保護設備。
【請求項１１】
　一つまたは一つ以上のプロセッサと、
　メモリと、
　前記メモリに記憶され、且つ前記一つまたは一つ以上のプロセッサにより実行されるよ
うに配置される一つまたは一つ以上のモジュールとを含む電子装置であって、
　前記一つまたは一つ以上のモジュールは、
　前記電池の表面の圧力パラメータを獲得し、
　前記圧力パラメータと所定の閾値との大小関係を検出し、
　検出結果に基づいて前記電池を保護するコントロール指令を発する機能を有することを
特徴とする電子装置。
【請求項１２】
　プロセッサに実行されることにより、請求項５乃至７のいずれかに記載の電池保護方法
を実現することを特徴とするプログラム。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のプログラムが記録された記録媒体。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　本発明の実施例は、電池が衝撃を受ける時、或いは押される時のセキュリティリスクと
いう、関連技術で未解決の上記問題を解決するために、電子装置、電池保護の方法、設備
、プログラム及び記録媒体を提供し、下記の構成を有する。
　本発明の実施例の第１の局面によれば、電池と、電池の表面に設置される少なくとも一
つの圧力センサーと、該圧力センサーと電気的に接続されているコントローラーとを含む
電子装置であって、
前記圧力センサーは、前記電池の表面の圧力パラメータを採集し、
前記コントローラーは、前記電池の表面の圧力パラメータを獲得し、前記圧力パラメータ
と所定の閾値との大小関係を検出し、検出結果に基づいて電池を保護するためのコントロ
ール指令を発する、電子装置を提供する。
第１の可能な実施形態では、
　前記コントローラーは、所定時間おきに前記圧力パラメータと、順に増大の第一の閾値
、第二の閾値及び第三の閾値との大小関係を検出し、
　前記コントローラーは、検出結果が前記第一の閾値より大きく且つ前記第二の閾値より
小さい場合に、前記電子装置がディスプレイ、スピーカー及び/または信号ライトを通し
て警報を発することを触発するための警報表示指令を発し、検出結果が前記第二の閾値よ
り大きく且つ前記第三の閾値より小さい場合に、前記電池の休眠状態を触発するための休
眠指令を発し、検出結果が前記第三の閾値より大きい場合に、前記電池の永久失効状態を
触発するための永久失効指令を発する。
　第１の局面の第１の可能な実施形態を組み合わせ、第２の可能な実施形態では、
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　前記コントローラーは、前記電池が休眠状態に入った後、前記圧力パラメータが前記第
二の閾値より小さい値に復帰したかを検出し、検出結果が前記第二の閾値より小さい場合
に、前記電池が前記休眠状態から正常稼動状態に戻ることを触発するための休眠復帰指令
を発する。
　第１の局面、第１の局面の第１の可能な実施形態、または第１の局面の第２の可能な実
施形態を組み合わせ、第３の可能な実施形態では、
　前記少なくとも一つの圧力センサーは、前記電池の表面の異なる位置に均一に設置され
、異なる位置に設置される前記圧力センサーの各圧力センサーに対応の所定の閾値は同じ
または異なる。
　本発明の実施例の第２の局面によれば、コントローラーに用いられる電池の保護方法で
あって、
前記電池の表面の圧力パラメータを得るステップと、
　前記圧力パラメータと所定の閾値との大小関係を検出するステップと、
　検出結果に基づいて、前記電池を保護するためのコントロール指令を発するステップと
を含む、電池の保護方法を提供する。
　第１の可能な実施形態では、前記圧力パラメータと所定の閾値との大小関係を検出する
ステップと、検出結果に基づいて前記電池を保護するためのコントロール指令を発するス
テップは、
所定時間おきに前記圧力パラメータと、順に増大の第一の閾値、第二の閾値、及び第三の
閾値との大小関係を検出し、
　検出結果が前記第一の閾値より大きく且つ前記第二の閾値より小さい場合に、前記電子
装置がディスプレイ、スピーカー及び/または信号ライトを通して警報をすることを触発
するための警報表示指令を発し、
検出結果が前記第二の閾値より大きく且つ前記第三の閾値より小さい場合に、前記電池の
休眠状態を触発するための休眠指令を発し、
検出結果が前記第三の閾値より大きい場合に、前記電池の永久失効状態を触発するための
永久失効指令を発することを含む。
第２の局面の第１の可能な実施形態を組み合わせ、第２の可能な実施形態では、前記方法
は、
　前記電池が休眠状態に入った後、前記圧力パラメータが前記第二の閾値より小さい値に
復帰したかを検出し、
　検出結果が前記第二の閾値より小さい場合に、前記電池が前記休眠状態から正常稼動状
態に戻ることを触発するための休眠復帰指令を発することをさらに含む。
　本発明の実施態様の第３の局面によれば、コントローラーに用いられる電池保護設備で
あって、
前記電池の表面の圧力パラメータを獲得するための圧力獲得モジュールと、
前記圧力パラメータと所定の閾値との大小関係を検出するための圧力検出モジュールと、
検出結果に基づいて前記電池を保護するコントロール指令を発するための指令生成モジュ
ールとを含む、電池保護設備を提供する。
　第１の可能な実施形態では、
　前記圧力検出モジュールは、所定時間おきに前記圧力パラメータと、順に増大の第一の
閾値、第二の閾値、及び第三の閾値との大小関係をさらに検出し、
　前記指令生成モジュールは、
検出結果が前記第一の閾値より大きく且つ前記第二の閾値より小さい場合に、前記電子装
置がディスプレイ、スピーカー及び/または信号ライトを通して警報をすることを触発す
るための警報表示指令を発する警報生成ユニットと、
検出結果が前記第二の閾値より大きく且つ前記第三の閾値より小さい場合に、前記電池の
休眠状態を触発するための休眠指令を発する休眠生成ユニットと、
検出結果が前記第三の閾値より大きい場合に、前記電池の永久失効状態を触発するための
永久失効指令を発する失効生成ユニットとを含む。



(22) JP 2016-504899 A 2016.2.12

第３の局面の第１の可能な実施形態を組み合わせ、第２の可能な実施形態では、前記指令
生成モジュールは、
　前記電池が休眠状態に入った後、前記圧力パラメータが前記第二の閾値より小さい値に
復帰したかを検出するための圧力検出ユニットと、
　検出結果が前記第二の閾値より小さい場合に、前記電池が前記休眠状態から正常稼動状
態に戻ることを触発するための休眠復帰指令を発する復帰生成ユニットとをさらに含む。
　本発明の実施態様の第４の局面によれば、
一つまたは一つ以上のプロセッサと、
　メモリと、
　前記メモリに記憶され、且つ前記一つまたは一つ以上のプロセッサにより実行されるよ
うに配置される一つまたは一つ以上のモジュールとを含む電子装置であって、
　前記一つまたは一つ以上のモジュールは、
　前記電池の表面の圧力パラメータを獲得し、
　前記圧力パラメータと所定の閾値との大小関係を検出し、
　検出結果に基づいて前記電池を保護するためのコントロール指令を発する機能を有する
、電子装置を提供する。
　本発明の実施態様の第５の局面によれば、プロセッサに実行されることにより、請求項
５乃至７のいずれかに記載の電池保護方法を実現することを特徴とするプログラムを提供
する。
　本発明の実施態様の第６の局面によれば、前記のプログラムが記録された記録媒体を提
供する。
　本発明の実施例で提供された技術構成は、圧力センサーによって電池の表面の圧力パラ
メータを採集し、コントローラーによって圧力パラメータと所定の閾値との大小関係を検
出し、検出結果に基づいて電池を保護するコントロール指令を発することで、電池が衝撃
を受ける時、或いは押される時のセキュリティリスクという、関連技術で未解決の問題を
解決し、電池が衝撃を受ける時、或いは押される時のセキュリティリスクを排除する効果
を達成し、より全面的に電池と電子装置を保護できる、という有益な効果を含む。
　以上の一般的な記述及び後での詳しい記述は、例示的と説明的なものに過ぎず、本発明
はそれらに限られていない。
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